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研究成果の概要（和文）： 
西アフリカの砂漠化地域において、「危機の年」と対処行動の特定、在来の情報技術伝播経路

の解明、対処技術の開発を行なった。その技術は、風食抑制と収量向上を可能とする「耕地内
休閑システム」、生計向上と水食抑制に有効な「ザイ＋アンドロボゴン草列」および従来の普及
法の大幅な改善と社会的弱者層の可視化を可能とする「社会ネットワーク手法を用いる技術普
及法」である。一部の技術は、ニジェール国内で普及段階に至った。 
 
研究成果の概要（英文）： 

In semi-arid West Africa under desertification, we achieved to identify “years of crisis” 
and the coping behaviors of local people, to elucidate indigenous information and 
technology dissemination channel, and to develop some practical techniques for 
desertification control. The techniques include “fallow-band system” for wind erosion 
control and yield increase, “contour-band of Andropogon with Zai” for water erosion control 
and income generation and “technology extension method using social-network survey” for 
improving conventional participatory approach in community development assistance. 
Some of the techniques have already been introduced and extended in Niger, West Africa. 
 
交付決定額 
                               （金額単位：円） 

 直接経費 間接経費 合 計 
2008 年度 6,300,000 1,890,000 8,190,000 
2009 年度 2,100,000 630,000 2,730,000 
2010 年度 2,400,000 720,000 3,120,000 
2011 年度 2,400,000 720,000 3,120,000 

総 計 13,200,000 3,960,000 17,160,000 
 
 
研究分野：複合新領域 
科研費の分科・細目：地域研究・地域研究 
キーワード：砂漠化対処、水平技術移転、地域支援アプローチ、半乾燥熱帯、サヘル地域 
 
 
１．研究開始当初の背景 
西アフリカ内陸部半乾燥地は、砂漠化の最

前線の一つであり、気象変動と社会経済状況
の変化などを背景とする不確実性に支配さ
れる地域でもある。また、砂漠化問題は、資
源・生態環境の劣化にとどまらず、貧困問題

が不可分に結びついている。わが国を含む砂
漠化対処条約（1994）の批准国には、問題解
決のための学術研究と社会実践の両面での
貢献が長らく求められてきた。批准から 20
年近くが経過するなか、砂漠化対処に関する
学術研究や実践活動を通して得られた知見



と経験の蓄積は膨大である。その一方で、必
ずしも実効ある対処技術やアプローチが普
及定着していない状況があるのは何故なの
か？砂漠化対処に取り組む私たち外部者の
内省を含みつつ、今一度、これまでの地域理
解や砂漠化認識、技術論などを振り返る必要
があるだろう。 
 
２．研究の目的 

本研究は、インド亜大陸および西アフリカ
域内の農耕に用いられる在来技術群から砂
漠化抑制に有効な技術群を発掘し、西アフリ
カ・サヘル地域におけるフィールド実証試験
を経て、砂漠化対処に有効な実践的技術と水
平技術移転アプローチを提案することを目
的とする。 
 
３．研究の方法 

学術と実践の架橋を意図する徹底したフ
ィールド調査（聞き取り、観察および実証試
験）を基調とする研究を行なう。本研究での
基本課題を要約すると以下の通りである：主
に、以下について取り組む：(1)インド亜大陸
および西アフリカ半乾燥地から水平移転の
対象となる技術群を収集する；(2)選定された
技術群の実証試験を西アフリカ（主にニジェ
ール）で行ないそれらの環境および地域適合
性を明らかにする；(3)水平移転技術の砂漠化
抑制、肥沃度改善、植生回復および生計向上
への諸効果を明らかにする；(4)社会ネットワ
ーク手法を用いてサヘル村落の情報伝達構
造を明らかにする；(5)砂漠化対処への水平技
術移転アプローチを提案する。 
 
４．研究成果 
 本研究を通じて得られた学術成果を以下
に要約する。 

(1)サヘル地域の村落の「危機の年」とその
対処行動：ニジェール西部・ティラベリ州の
村落において、農耕民と牧畜民から 1970 年
以降に経験した干ばつや虫害などによる「危
機の年」とその内容、どのような対処行動を
取ったのかを調査した。記憶にある「危機の
年」は、牧畜民（38 世帯）が 1984 年・1992
年・2005 年、農耕民（25 世帯）が 1973 年・
1984 年・1991 年と回答し、必ずしも一致し
なかった。農耕民は、域外への出稼ぎや送金
の受け取り、備蓄食糧の消費、域内の資源の
利用（野草採集、薪売り、家畜売却など）な
どを組み合わせた多様な対処行動を取り、一
方、牧畜民は、所有する家畜の売却でしのい
でいた。見かけ上、農耕民は外部とのつなが
りや域内での副生業の組み合わせによる対
処、牧畜民は主生業の範囲内での対処をとっ
ており、これらが両者の「危機の年」の感受
性の違いとなっていると考えられる。また、
外部からの食糧支援が、牧畜民世帯には十分

に届いていないことも明らかになった。 
 
(2)砂漠化対処技術「耕地内休閑システム」

の普及：本プロジェクトのメンバーが開発実
証した「耕地内休閑システム」の紹介と普及
を目的に、連携機関（地球・人間環境フォー
ラム）とともに、JICA 草の根パートナー型
技術協力事業「ニジェール共和国・サヘル地
域での砂漠化対処および生計向上への農民
技術の形成と普及（2010年 4～2013年 3月）」
を行なった。「耕地内休閑システム」は、労
力や資材を投入することなく、乾季の風によ
る侵食（風食）を抑制し、同時に作物収量を
増やす技術である。1 年目の雨季に農耕地の
なかに播種も除草もせずに幅 5ｍの休閑植生
帯を作り、乾季には風により運ばれる肥沃な
土壌や有機物を留め、翌年以降、休閑植生帯
をずらしながら耕作することで農耕地全体
の作物の収量を向上させることができる（作
物の増収効果は 30～50％程度、風食抑制効
果は 65～75％に及ぶ）。2011 年 12 月の時点
で、ニジェール西部のティラベリ州の 4 県で
17 村落 178 世帯、同じくドッソ州の 4 県で
24 村落 140 世帯、中南部のマラディ州の 1
県で 3 村落 54 世帯がこの技術を導入してい
る。この取り組みは、学術研究の成果をすみ
やかに対処地域の人々の暮らしや砂漠化対
処に役立つ事例の一つになると考える。また、
逆に、このような実践活動の中から様々なフ
ィールド研究の芽を探すこともできそうで
ある。 

 
(3)地域住民による在来の情報・技術伝播経

路：｢耕地内休閑システム」をマーカーとし
て、調査地域（フィナーレ村とその周辺）に
おける情報・技術伝播経路の特定やその詳細
を明らかにした。また、社会ネットワーク調
査（情報のネットワーク、信頼のネットワー
ク）では、同一村落内での情報や人間関係お
よびその断絶の状況が明らかとなり、サヘル
農村の形成過程や民族構成との関係性が見
えつつある。また、これらの知見から、従来
の農業技術普及や地域支援における住民参
加型アプローチの限界性とこれらの改善点
を明らかにできた。  

 
(4)砂漠化対処に有望な在来技術の発掘と

開発：砂漠化対処技術のプロトタイプの開
発：西アフリカの砂漠化地域を対象に、生計
向上および土地荒廃の抑制を可能とする砂
漠化対処技術を開発した。その技術とは、「耕
地内休閑システム（作物収量の向上と風によ
る土壌侵食の抑制に有効な簡便技術）」、「ザ
イ＋アンドロボゴン草列（生計向上と水によ
る土壌侵食の抑制に有効な簡便技術）」およ
び「社会ネットワーク手法を用いる技術普及
アプローチ（従来型の普及法の大幅な改善と



社会的弱者層の可視化、在来の情報技術伝播
経路の活用）」の３つをプロトタイプとする
ものである。 

 
(5)研究成果の社会実装：本研究チームのメ

ンバーが中心となり計画立案し、これまでに
国際共同事業で関わりの深い「地球・人間環
境フォーラム」を通して提案した JICA 草の
根パートナー型技術協力事業「ニジェール共
和国・サヘル地域での砂漠化対処および生計
向上への農民技術の形成と普及（2010 年 4
月～2013 年 3 月）」が採択された。この事業
を通して、「耕地内休閑システム」がニジェ
ール国の西部（シミリ県、ナマロ県、サイ県、
コイゴロ県）および南東部の村落（テッサウ
ア県）に紹介され、普及地域が拡大しつつあ
る。学術研究の成果を社会実装する事例とし
て特筆される。 

 
(6)今後の展開：本研究は今年度で終了した

が、既に述べた JICA 草の根パートナー型技
術協力事業「ニジェール共和国・サヘル地域
での砂漠化対処および生計向上への農民技
術の形成と普及（2010年4月～2013年3月）」
への一連の研究成果の還元を継続する。また、
得られた研究経験と知見を、2012 年度に採
択された基盤研究（Ａ）「アフロ・ユーラシ
ア貧困地域での生業多様化と安定化に向け
た水平技術移転の実践的展開（2012 年 4 月
～2017 年 3 月、研究代表者：田中樹）」に引
き継ぎ、対象地域の広域化を図りつつ学術知
見の社会実装へと展開する。 
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